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日本聖公会北海道教区	
 東日本大震災支援室	
 ニュースＮＯ．３3	
 	
 	
 	
 ２０１２．８．４． 

【ミッションステートメント】「いっしょに歩こう！プロジェクト」～日本聖公会東日本大震災被災者支援 
① わたしたちは、東日本大震災により困難を負って生きる人々に敬意を払っていっしょに歩きます。 

② わたしたちは、被災地の方々の生活と地域の再創造に向けていっしょに歩きます。 

③ わたしたちは、主イエス・キリストが、共に歩いてくださることに励まされていっしょに歩きます。 
                                                                                        	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 釜石神愛幼児学園は無事に小川（こがわ）に引越しを終え、保育を続けています。教会の礼拝は支援センターを用

いての礼拝となります。来年3月には完成の予定です。お祈りのうちにおぼえていただきますと幸いです。また、内

海司祭が7月の派遣を終えて帰宅されています。これから夏に向かってまだまだ多くのプログラムが予定されていま

す。どうぞ皆様のお力をお貸しください	
 

【内海司祭・釜石勤務】	
 

	
 内海司祭は7月10日～24日の勤務を終え、無事に平取に戻られました。期間中は幼児学園の引越しやセンター業
務、仮設訪問など多くの働きをなされました。お働きに感謝します。8 月は横山司祭が釜石での働きをしてくださる
予定に成っております。お祈りのうちにおぼえてください。 
【雨宮司祭と行く釜石の旅・中止のお知らせ】	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 かねてよりご案内していました「雨宮司祭と行く釜石ボランティアの旅」ですが、雨宮司祭の体調により、開催を

見送らせていただく形になりました。関係各所にお詫び申し上げます。9 月のツアーは松井司祭が引率の予定です。

よろしくお願いいたします。	
 

【釜石での働き】	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※	
 震災支援室ブログ(海老原さん・太田さん発信)より抜粋	
 

7 月 29 日	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※	
 太田信三さんは東京教区の神学生で夏の実習を釜石で行っています	
 

長い一日でした。起きる時間はいつもと変わらぬ6時ですが、ワークの開始が7時です。本日は我らがホームグラ

ウンドである上中島仮設での大ラジオ体操の会です。我々は張り切って朝の7時から会場設営などを行ってきました。

椅子を並べたりといった設営作業は30分もかからず終わり、本番開始の8時半前からは誘導作業。今回のラジオ体操

は仮設住民だけでなく、近所小学校の生徒や近隣の方々も参加。来賓の野田釜石市長にご挨拶をいただき体操スター

トです。猛暑のなかのラジオ体操は大変でしたが、みなさん練習を重ねてこられた成果でしょう、見事な体操っぷり

でした。今日はボランティアの狭間の日でした。ですから地元のみなさんにお世話になりました。幼児学園の先生・

スタッフのみなさん、神愛教会信徒のみなさん、朝早くから本当にお疲れさまでした。また自治会のみなさま、連絡

員のみなさま、社協のみなさま、その他大勢のボランティアのみなさま、ご苦労さまでした。ＮＨＫのニュースで映

像が流れたそうです。	
 

7 月 31 日	
 

女子聖学院総勢13名が活動開始です。本日のミッションは午前が上中島仮設での交流会、午後が松倉サッカー場仮

設での交流会、そしてオプショナルミッションとして神愛幼児学園で釜天とたわむれるという内容。まず午前の上中

島ですが、初回ということもあってみなさん緊張ぎみ。でもプログラム内容はよく練られていて素晴らしかったです。

それに練習の成果も随所に現れていました。フルートの演奏あり、合唱あり、参加型のゲームあり、歌も高齢者が知

っているものを練習してきてくれたのが素晴らしいところです。午後の松倉は二回目とあってだいぶほぐれた様子で、

いい雰囲気で会が進みました。素晴らしいのは彼女たちの修正能力です。午前にうまくできなかった部分をきっちり

と修正したところが素晴らしいです。自分たちで考え、行動することができる素晴らしい高校生たちでした。	
 

【いっしょに歩こう！プロジェクト】 

「いっしょに歩こう！プロジェクト」の活動の様子は、月一度発行予定の「ニュースレター」や、「いっしょに

歩こうプロジェクト！」ホームページhttp://nskk.org/walkで、ご覧いただけます。	
 

【支援室の活動】   

インターネットで支援室ブログが見られます。毎日の釜石ベースの活動もアップされます。

http://nskkhokkaido.blog89.fc2.com	
 又は、「日本聖公会北海道教区ホームページ」➔「東日本大震災」

➔「震災支援室ブログ」の手順でご覧下さい。	
 

【震災支援室より】	
 

◎	
 支援室ニュースは、各教会において掲示下さると共に、増刷して配布ください。支援室ニュースのバックナ

ンバーは、日本聖公会北海道教区のホームページにでも見る事ができます。 
◎ 教会や個人での取り組みについても、お知らせください。他の教会の活動の参考になります。 
【連絡・問合せ先】	
 電話：０１１－５６１－０４５１、ファクス：０１１－７３６－８３７７ 

Ｅメールアドレス：ｓａｉｇａｉ＠ｎｓｋｋ－ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ 
【釜石ベース】〒026-0031	
 釜石市鈴子町５－４	
 「聖公会	
 釜石被災者支援センター」	
 	
 

☏０１９３－５５－４５２４、０９０－６９９９－７８４０	
  
Ｅメールアドレス:ｎｓｋｋ３１１＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ	
 


